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(57)【要約】
　本発明は、孵卵室において複数の卵を入れておくため
のトレイ（１）に関し、トレイは、卵が孵化することの
できる複数の卵収容空間（３）と、前記卵から孵化した
ひながトレイを通過してトレイの下に位置付けられたひ
な収容空間に入ることができる、ひなのための少なくと
も１つの通路とを備える。第１の卵収容空間（３）は、
第１の卵収容空間から見て、第１の卵収容空間で卵を支
持するための内向き突出部材（４）と、隣接する卵収容
空間で卵を支持するための外向き突出部材（５）とを備
える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　孵卵室において複数の卵（２）を入れておくためのトレイ（１）であって、前記トレイ
は、卵が孵化することのできる複数の卵収容空間（３）を備え、ここにおいて、第１の卵
収容空間（３）は、前記第１の卵収容空間から見て、前記第１の卵収容空間で卵を支持す
るための内向き突出部材（４）と、隣接する卵収容空間で卵を支持するための外向き突出
部材（５）とを備え、さらに前記第１の卵収容空間は、孵化したばかりのひなが前記トレ
イを通過して前記トレイの下に位置付けられたひな収容空間に入る通路（１２）を備え、
ここにおいて、前記通路は、前記内向き突出部材と前記外向き突出部材（５）とによって
少なくとも画定される、トレイ。
【請求項２】
　前記内向き突出部材と前記外向き突出部材は湾曲表面（６、７）を備える、請求項１に
記載のトレイ。
【請求項３】
　前記内向き突出部材と前記外向き突出部材は二重湾曲表面（６、７）を備える、請求項
２に記載のトレイ。
【請求項４】
　前記内向き突出部材の前記二重湾曲表面（６、７）は、前記第１の卵収容空間から見る
と凸状である、請求項３に記載のトレイ。
【請求項５】
　前記外向き突出部材の前記二重湾曲表面（６、７）は、前記第１の卵収容空間から見る
と凹状である、請求項３または４に記載のトレイ。
【請求項６】
　前記内向き突出部材と前記外向き突出部材は、前記通路の断面領域が前記第１の卵収容
空間の中央軸（８）に沿って本質的に一定であるように、同様の、好ましくは同一の構成
を有する、請求項１から５のいずれか一項に記載のトレイ。
【請求項７】
　前記第１の卵収容空間（３）は、前記中央軸（８）周りに周方向に延在し、壁区分（１
０、１１）を有する周壁（９）によって画定され、前記内向き突出部材と前記外向き突出
部材は異なる壁区分に設けられる、請求項１から６のいずれか一項に記載のトレイ。
【請求項８】
　前記周壁は、前記周方向に見ると前記内向き突出部材と前記外向き突出部材とを交互に
設けられている、請求項７に記載のトレイ。
【請求項９】
　壁区分は、前記第１の卵収容空間と前記隣接する卵収容空間との間に延在し、前記第１
の卵収容空間と前記隣接する卵収容空間とを分割する、請求項７または８に記載のトレイ
。
【請求項１０】
　前記第１の卵収容空間（３）は６つの壁区分（１０、１１）によって画定される、請求
項７から９のいずれかに記載のトレイ。
【請求項１１】
　前記６つの壁区分（１０、１１）の壁区分は、前記周方向に見ると前記内向き突出部材
と前記外向き突出部材とを交互に設けられている、請求項１０に記載のトレイ。
【請求項１２】
　各卵収容空間（３）は６つの壁区分（１０、１１）によって画定される、請求項７から
１１のいずれかに記載のトレイ。
【請求項１３】
　複数の卵収容空間は、ひなのための通路を備える、請求項１から１２のいずれか一項に
記載のトレイ。
【請求項１４】
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　各卵収容空間は、ひなのための通路を備える、請求項１から１３のいずれか一項に記載
のトレイ。
【請求項１５】
　前記通路は、ひなが前記通路を通ることができ、卵が前記通路を通ることができないよ
うに構成される、請求項１から１４のいずれか一項に記載のトレイ。
【請求項１６】
　前記通路はＹ字形の断面を有する、請求項１から１５のいずれか一項に記載のトレイ。
【請求項１７】
　孵化したひなを前記トレイの上に保つために、前記トレイの輪郭に隆起縁部（１４）を
備える、請求項１から１６のいずれか一項に記載のトレイ。
【請求項１８】
　前記トレイは、複数のトレイの積み重なりを提供するために前記トレイが積み重ね可能
であるように構成される、請求項１から１７のいずれか一項に記載のトレイ。
【請求項１９】
　ひなを孵化させ飼育するためのひな収容空間を提供する枠箱（１７）と、前記枠箱の上
に配置された請求項１から１８のいずれか一項に記載のトレイ（１）との組立体であって
、前記枠箱は、ひなが前記通路（１２）を通って前記ひな収容空間に入ることができるよ
うに開いた上部を有する、組立体。
【請求項２０】
　前記トレイは、取外し可能な態様で前記枠箱の上に配置される、請求項１９に記載の組
立体。
【請求項２１】
　前記枠箱は、前記トレイをスライド式に受けるのに適したトレイ受け空間を備える、請
求項２０に記載の組立体。
【請求項２２】
　前記枠箱と前記トレイは一体に形成される、請求項１９または２０に記載の組立体。
【請求項２３】
　前記枠箱はひなのための飼料を入れておくための飼料入れを備える、請求項１９から２
２のいずれか一項に記載の組立体。
【請求項２４】
　前記枠箱は、前記ひなを観察するため、および前記ひな収容空間に光が入るようにする
ための、少なくとも１つの透明部分を備える、請求項１９から２３のいずれか一項に記載
の組立体。
【請求項２５】
　請求項１９から２４のいずれか一項に記載の組立体からなる複数の組立体の積み重ね。
【請求項２６】
　複数の卵を孵化させるための方法であって、
　請求項１から１８のいずれか一項に記載のトレイに前記卵を置くステップと、
　ひな収容空間を提供する枠箱の上に、前記トレイを配置するステップと、
　前記卵を、孵化が起こるまで必要な抱卵期間の間孵卵するステップと、
　孵化したひなが、前記トレイから前記通路を経て前記枠箱の前記ひな収容空間に通過す
るステップと
を備える方法。
【請求項２７】
　前記孵化したひなのための飼料および／または水を前記枠箱の前記ひな収容空間に提供
するステップを備える、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記トレイの孵化不可能な卵を検出するために前記トレイの卵にキャンドリングを行う
ステップと、
　検出された孵化不可能な卵をそれぞれの卵収容空間から取り除くステップと、
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　前記検出された孵化不可能な卵をそれぞれの卵収容空間から取り除く前記ステップの結
果生じる通路を、孵化したばかりのひなが通過するステップと
を備える、請求項２６または２７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、孵卵室において複数の卵を入れておくためのトレイに関し、トレイは、卵が
孵化することのできる複数の卵収容空間を備える。
【０００２】
　本発明は、さらに、ひなを孵化させ飼育するためのひな収容空間を提供する枠箱と前記
トレイとの組立体に関する。
【０００３】
　本発明は、さらに、複数の卵を孵化させるための方法に関する。
【０００４】
　そのようなトレイは知られた形状であって、抱卵機器またはセッターの収容力を利用す
るために概して可能な限り多くの卵を保持する。トレイの底面の穴に卵を配置することが
知られている。しかし、これらの穴は、ひなが通過できるようにするには適していない。
また、卵は、トレイが操作され得るように、例えば空気流の中で傾けられ得るように穴に
保持される。このことは、トレイの使用中には穴が塞がれ、卵殻によって塞がれたままに
なることを意味する。
【０００５】
　ひなを飼育するために、トレイを家畜小屋に置くことが知られている。しかし、そのよ
うな家畜小屋は、孵化したばかりのひなにとって理想的な条件を提供しない。さらに、ひ
ながトレイから出るためには卵殻および／または他のひなを乗り越える必要がある。また
、潜在的に家畜小屋内のすべてのひなは、細菌の潜在的な発生源である卵殻に接触する、
および／または卵殻で怪我をする恐れがある。
【０００６】
　枠箱のような、ひなの孵化／誕生のための孵化器バスケットが知られている。そのよう
な枠箱の重大な欠点は、孵化したひなが生息する収容部が卵殻によって汚染されることで
ある。これらの卵殻は、細菌の潜在的な発生源である。さらに、孵化したひなの歩行空間
が卵および卵殻によって制限される。
【０００７】
　米国特許第４３９８４９９号明細書は、家禽の孵卵および孵化のためのトレイに関する
。この知られているトレイは、孵卵と孵化の両方の間、家禽の卵を入れておくように適合
されている。
【０００８】
　孵化機器も、例えば欧州特許第１１０４９８７号明細書（Ｂ１）により知られている。
しかし、これらの機器は、孵化したひながいる収容部が卵殻によって汚染されるという同
じ欠点を有する。
【０００９】
　ひなの初期飼育のための方法および機器が欧州特許第２１７４０８１号明細書（Ａ１）
により知られている。この機器は、孵化したばかりのひなに清潔な環境と最適な成長条件
とを提供するが、ひなを孵化させることはしない。
【発明の概要】
【００１０】
　本発明は、孵卵室において複数の卵を入れておくためのトレイを提供することを目的と
し、そのトレイは卵の保持だけではなく卵を孵化させことを可能にし、ひなをハンドリン
グすることおよび／またはひなが孵卵室から出ることを必要とせずに、孵化したばかりの
ひなをできる限り早く卵殻から分離することができる。
【００１１】



(5) JP 2017-522041 A 2017.8.10

10

20

30

40

50

　本発明の別の目的は、孵卵室において複数の卵を入れておくための改良されたトレイを
提供することであり、ここにおいて、このトレイは、知られているトレイに関する問題を
少なくとも部分的に解決する。
【００１２】
　本発明のさらに別の目的は、孵卵室において複数の卵を入れておくための代替的なトレ
イを提供することである。
【００１３】
　本発明の第１の特徴によれば、これは孵卵室において複数の卵を入れておくためのトレ
イによって実現され、トレイは、卵が孵化することのできる複数の卵収容空間を備え、こ
こにおいて第１の卵収容空間は、第１の卵収容空間から見て、第１の卵収容空間で卵を支
持するための内向き突出部材と、隣接する卵収容空間で卵を支持するための外向き突出部
材とを備える。第１の卵収容空間が、卵を支持するための内向き突出部材と、隣接する卵
収容空間の卵を支持するための外向き突出部材とを有することから、トレイは、通路の高
さに沿って一定の領域を有する通路を提供することができる。実際、このことは、通路を
通過するひなが狭さを経験しないことを意味する。加えて、各卵収容空間がひなの通路に
もなるので、内向きおよび外向き突出部材は、効率的なパターンに収容空間を配置する自
由を提供する。
【００１４】
　卵が孵化することのできる卵収容空間は、孵卵室において強制空気流中でトレイが操作
され得るように、卵が前記空間にしっかり保持されることを意味する。このハンドリング
、例えばトレイを傾けることは、特に孵卵の間、例えば時間をかけた卵の周りの空気流の
均一な分配を確実にするために、卵で占められたトレイの孵化工程の間、業界で普通に行
われる。孵卵室は、例えば温度が０．５℃またはさらに０．１℃の精度で制御され得るよ
うに強制空気流によって調節されるのに適した部屋である。
【００１５】
　本発明は、第１の卵収容空間および隣接する卵収容空間を参照しながら説明される。第
１の卵収容空間の内向き突出部材であるものが、隣接する卵収容空間の外向き突出部材を
構成することは、明らかであろう。通常、トレイの卵収容空間の全数が本発明によって実
施されることが明白であろう。
【００１６】
　第１の卵収容空間は、孵化したばかりのひながトレイを通過してトレイの下に位置付け
られたひな収容空間に入る通路を備え、ここにおいて、通路は、内向き突出部材と外向き
突出部材とによって少なくとも画定される。
【００１７】
　特に、複数の卵収容空間は、ひなのための通路を備える。さらに特に、トレイの卵収容
空間の全数が、孵化したばかりのひなのための通路を備える。このように、卵を所望のパ
ターンに置き、必要なところには通路を空けておくことは自由である。所望のパターンは
、各卵収容空間がひなのための通路と隣り合っているものである可能性が最も高い。この
ことは、トレイからトレイの下に位置付けられたひな収容空間へのひなの移動をさらに最
適化する。
【００１８】
　トレイの実施形態では、内向き突出部材と外向き突出部材は湾曲表面、特に二重湾曲表
面を備える。湾曲表面は、ひなに対して害がないように、孵化したばかりのひなが通路を
通過するときに滑らかな接触領域を提供する。内向き突出部材の二重湾曲表面は、第１の
卵収容空間から見ると凸状であり、外向き突出部材の二重湾曲表面は、第１の卵収容空間
から見ると凹状である。言い換えれば、一方では、突出部材は、卵をしっかり保持するた
めの支持部材として機能し、他方では、突出部材は、ひなが損傷を受けることなく安全に
突出部材を通過することができるように構成されている。
【００１９】
　好ましくは、内向き突出部材と外向き突出部材は、通路の断面領域が第１の卵収容空間
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の中央軸に沿って本質的に一定であるように、同様の、好ましくは同一の構成を有する。
これにより、実際にひなが通路を通過するときに、狭さを経験しないことが実現される。
【００２０】
　実施形態では、第１の卵収容空間は、中央軸周りに周方向に延在し壁区分を有する周壁
によって画定され、ここにおいて、内向き突出部材と外向き突出部材は異なる壁区分に設
けられる。特に、各壁区分には、卵を支持するための１つの突出部が設けられる。しかし
、単一の壁区分に内向き突出部材と外向き突出部材が設けられることが考えられ得る。し
かし、内向き突出部材と外向き突出部材が、周方向に見て交互にあることが重要である。
【００２１】
　実施形態では、周壁には、周方向に見ると内向き突出部材と外向き突出部材とが交互に
設けられる。
【００２２】
　実施形態では、壁区分は、第１の収容空間と隣接する卵収容空間との間に延在し、前記
第１の卵収容空間と隣接する卵収容空間とを分割する。特に、各壁区分が、隣接する卵収
容空間を分割している。
【００２３】
　トレイの実施形態では、第１の卵収容空間は６つの壁区分によって画定される。特に、
すべての卵収容空間がそれぞれ６つの壁区分によって画定される。
【００２４】
　トレイの実施形態では、６つの壁区分の壁区分には、周方向に見ると内向き突出部材と
外向き突出部材とが交互に設けられる。
【００２５】
　トレイの実施形態では、通路は、ひなが通路を通ることができ、卵が通路を通ることが
できないように構成される。これにより、卵および卵殻がトレイに残され、ひなは通路を
通過してトレイの下に位置付けられたひな収容空間に至ることができるので、初期飼育に
おいて卵または卵殻がひなから確実に分離される。
【００２６】
　実施形態では、通路はＹ字形の断面を有する。これにより、通路のために大きい表面領
域を必要とすることなく、ひなが最も広い部分を通過することができるようになるので、
ひなに対してこれが最適な形状であると考えられる。
【００２７】
　実施形態では、トレイは、孵化したひなをトレイ上に保つために、トレイの輪郭に隆起
縁部を備える。なお、使用中に、孵化したひなをトレイ上に保つ一方で、トレイにはまだ
孵化していない複数の卵を入れておくことができる。
【００２８】
　実施形態では、トレイは、複数のトレイの積み重ね提供するためにトレイが積み重ね可
能であるように構成される。
【００２９】
　本発明のさらなる態様によれば、これは、ひなを孵化させ飼育するためのひな収容空間
を提供する枠箱と、枠箱の上に配置された本発明によるトレイとの組立体であって、枠箱
は、ひなが通路を通ってひな収容空間に入ることができるように開いた上部を有する、組
立体によって実現される。枠箱は、孵化器のような調節された空間に置かれるのに適して
おり、枠箱が開いた構造であることから、そのような孵化器の中での強制空気流を利用す
る。この場合、枠箱は一連の通風スロットを有する。このような枠箱または孵化器バスケ
ットは、ひなを枠箱内に保つための底面および側壁を有する。底面および側壁は、ひな収
容空間を提供する。
【００３０】
　組立体の実施形態では、トレイは、取外し可能な態様で枠箱の上に配置される。特に、
枠箱は、トレイをスライド式に受けるのに適したトレイ受け空間を備える。このように、
枠箱が積み重ねられているときでも、枠箱のひな収容空間の上の枠箱の片側からトレイを
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容易にスライドさせることができる。
【００３１】
　組立体の実施形態では、枠箱とトレイは一体に形成される。
【００３２】
　組立体の実施形態では、枠箱はひなのための飼料を入れておくための飼料入れを備える
。これにより、ひなハンドリング装置または操作員の介入なしに、孵化して間もないひな
に同じ調節された室で飼料を与えることができる。
【００３３】
　組立体の実施形態では、枠箱は、ひなを観察するため、およびひな収容空間に光が入る
ようにするための、少なくとも１つの透明部分を備える。
【００３４】
　本発明のさらなる態様によれば、これは、本発明による複数の組立体の積み重ねによっ
て実現される。トレイを含む枠箱は、積み重ねられるのに適しており、そのような積み重
ねが、調節された室に位置づけられ得る。
【００３５】
　本発明のさらなる態様によれば、これは、複数の卵を孵化させるための方法であって、
　本発明によるトレイに卵を置くステップと、
　ひな収容空間を提供する枠箱の上に、トレイを配置するステップと、
　卵を孵化が起こるまで必要な抱卵期間の間孵卵するステップと、
　孵化したひながトレイから通路を経て枠箱のひな収容空間に通過するステップと
を備える方法によって実現される。
【００３６】
　実施形態では、方法は、孵化したひなのための飼料および／または水を枠箱のひな収容
空間に提供することを備える。
【００３７】
　実施形態では、方法は、
　トレイの孵化不可能な卵を検出するためにトレイの卵にキャンドリングを行うステップ
と、
　検出された孵化不可能な卵をそれぞれの卵収容空間から取り除くステップと、
　検出された孵化不可能な卵をそれぞれの卵収容空間から取り除くステップの結果生じる
通路を、孵化したばかりのひなが通過するステップと
を備える。
【００３８】
　キャンドリング自体は、孵化および孵卵技術の分野においてよく知られた工程である。
孵化不可能な卵を取り除くことは、それ自体は望ましいことではないが、この場合には有
益なことに、ひなのための通路を提供する。このように、トレイの負荷要因がさらに改善
され得る。
【００３９】
　本発明は、さらに、説明内に記載されるおよび／または添付図面に示される特徴的な特
色のうちの１つまたは複数を備える装置に関する。
【００４０】
　本発明は、さらに、説明内に記載されるおよび／または添付図面に示される特徴的な特
色のうちの１つまたは複数を備える方法に関する。
【００４１】
　本特許において議論される様々な態様は、さらなる利点を提供するために組み合わせら
れ得る。
【００４２】
　本発明は、図面に示される好ましい実施形態を参照しながらさらに説明される。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
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【図１】本発明によるトレイの斜視図。
【図２】図１によるトレイの底部からの斜視図。
【図３】図１のトレイの上面図。
【図４】図のトレイの底面図。
【図５】図１の詳細図。
【図６】図２の詳細図。
【図７】本発明による、枠箱とトレイとの組立体の積み重なりを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　本発明は、すべての図を参照しながら説明される。本発明は、第１の卵収容空間３を参
照しながら説明される。第１の卵収容空間３は、トレイ１の任意の収容空間であってよい
ことが明瞭である。図では、本発明によるトレイ１の実施形態が示される。使用中にトレ
イ１には複数の卵２を入れておく。トレイは、図示されていない孵卵室において使用され
るためのものである。例えば、孵卵室によって提供される所望の気候をトレイ１の内部に
課すことができる複数の通風スリット１３ａ、１３ｂから、このことは明瞭である。トレ
イ１は複数の分割された卵収容空間３を備える。制御された態様で卵が孵化することがで
きるように、この空間３に卵がしっかりと保持される。ここで、卵は、複数の内向き突出
部材４、この場合は各収容空間３毎に３つの部材４、の間にある卵収容空間にしっかりと
保持される。内向き突出部材４と外向き突出部材５は、二重湾曲表面６、７を備える。し
たがって、異なるサイズの卵が各卵収容空間３に収容され得る。
【００４５】
　図５および図６から最もよくわかるように、内向き突出部材４の二重湾曲表面６は、第
１の卵収容空間３から見ると凸状である。外向き突出部材５の二重湾曲表面７は、第１の
卵収容空間３から見ると凹状である。内向き突出部材４と外向き突出部材５は同一の構成
を有する。内向き突出部材４と外向き突出部材５の両方が薄壁構造であることを考慮する
と、これにより第１の卵収容空間３の中央軸８に沿って本質的に一定である通路の断面領
域が提供される。内向き突出部材４と外向き突出部材５は、使用中にごみが蓄積し得ない
ように、底部から見ると中空である（図４を参照）。
【００４６】
　第１の卵収容空間３は、周壁９によって画定される。壁９は、第１の卵収容空間３の中
央軸８周りに周方向に延在する。壁９は、壁区分１０、１１、この場合は６つの壁区分、
を有する。卵収容空間３は六角形であり、したがって個々の卵収容空間３は継ぎ目なく連
結しており、図３の仮想グリッド１５によって示されるハニカムパターンをトレイにもた
らす。各壁区分１０、１１は、第１の収容空間３と隣接する卵収容空間との間に延在し、
前記第１の卵収容空間３と隣接する卵収容空間とを分割する。第１の卵収容空間３の壁９
の壁区分１０、１１は、図６に示されるように下側縁部１６に継ぎ目なく移行する。個々
の収容空間３の下側縁部１６は、図４に見ることができるように、規則的なパターンを造
る。
【００４７】
　この場合、各壁区分１０、１１には突出部材４、５が設けられている。「内向き」また
は「外向き」は、個々の卵収容空間３の箇所から見たものである。実際、隣接する卵収容
空間３は、共通の突出部４、５を共有している。周壁９には、周方向に見て交互に内向き
突出部材４と外向き突出部材５が設けられる。
【００４８】
　内向き突出部材４と外向き突出部材５は、周壁９と一体である。ここで、内向き突出部
材４と外向き突出部材５は、継ぎ目なく下側縁部１６に移行する。
【００４９】
　トレイ１の各卵収容空間３は、ひなのための通路１２を有し、その通路１２を通って、
卵から孵化したひなはトレイ１を通過し、トレイ１の下に位置付けられたひな収容空間（
図示せず）に入ることができる。通路１２は内向き突出部材４と外向き突出部材５とによ
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ように通路１２が構成されている。第１の卵収容空間３に卵がある場合は、ひなが第１の
卵収容空間３の通路１２を通過することができない程度まで通路１２が塞がれている。第
１の卵収容空間３に卵が存在しない場合は、第１の卵収容空間３の通路１２をひなが通過
することができる。
【００５０】
　トレイは、孵化したひなをトレイ１上に保つために、トレイ１の輪郭に隆起縁部１４を
備える。卵収容空間３は、卵で占められていない開いたままのひなのための通路１２を備
えるので、卵収容空間は使用中に通路として機能する。内向き突出部材４と外向き突出部
材５は、ひなが損傷を受けることなく前記支持部材を安全に通過することができるように
構成される。
【００５１】
　図７は、本発明による枠箱１７とトレイ１との組立体の積み重なりを示す。トレイ１は
ここではいかなる細部も有することなく概略的に示されている。枠箱１７は、ひなを孵化
させ飼育するためのひな収容空間を提供する。トレイ１は枠箱１７の上に配置される。し
たがって、ひなが通路を通ってひな収容空間に入ることができるように、枠箱は開いた上
部を有する。枠箱１７は、孵化器のような調節された空間に置かれるのに適しており、枠
箱が開いた構造であることから、そのような孵化器の中での強制空気流を利用する。この
場合、枠箱は一連の通風スロットを有する。このような枠箱または孵化器バスケットは、
ひなを枠箱内に保つための底面および側壁を有する。底面および側壁は、ひな収容空間を
提供する。
【００５２】
　ここで、トレイ１は取外し可能な態様で枠箱１７の上に配置される。
【００５３】
　枠箱１７と組み立てられたトレイ１の使用中に、複数の卵を孵化させるために以下のス
テップが取られる。すなわち、
　ひながトレイ１を通過してトレイ１の下に位置付けられたひな収容空間に入ることがで
きるひなのための少なくとも１つの通路１２を備えるトレイ１に、卵を置くステップと、
　ひな収容空間を提供する枠箱の上に、トレイ１を配置するステップと、
　卵を孵化が起こるまで必要な抱卵期間の間抱卵するステップと、
　孵化したひながトレイ１から通路１２を経て枠箱のひな収容空間に通過するステップで
ある。
【００５４】
　上記の説明および図面は、本発明の一部の実施形態を示すために含められており、保護
範囲を制限するものではないことは明らかである。本開示から始まり、本発明の保護およ
び本質の範囲内にある、従来技術と本特許の開示との明らかな組み合わせである多くのさ
らなる実施形態が、当業者には明らかであろう。
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